
らっかん

落款　をつくろう！

落款とは？

絵や書が完成した時に、ちょっとした説明などを書き、

名前の判子を押すことを「落款」といいます。

その時に使う判子を「落款印」といい、この判子だけを

「落款」と呼ぶこともあります。

御殿山生涯学習美術センターでは、落款のある掛軸の作

品を多く保管しています。

それらは、御殿山生涯学習美術センターが建っていると

ころに終戦前まであった、絵や美術を学ぶ大阪美術学校

の先生や生徒の作品です。中でも校長先生をしていた

矢野橋村はたくさんの種類の落款印を持っていて、描い

た時期や状況によってそれらを使い分けていました。
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落款印には赤や白といった文字の色や形、崩し方によって違いがあります。

今回の工作で作る判子は文字が白色になる「白文印」というもので、名前の全部や一部を刻みます。

日本や中国の作品にはいろいろな落款印が押されています。

絵や書をみるときは、どんなことが描かれているかだけではなく、

どんな落款印が押されているのかということにも注目してみてくださいね！
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